
第１回 第５次横浜市男女共同参画行動計画起草委員会（横浜市男女共同参画審議会部会）会議録 

日 時 令和元年 11 月 27日（水）14時 28分～16時 40分 

開 催 場 所 市庁舎２階政策局会議室 

出 席 者 江原委員、小山内委員、堀本委員、吉永委員 

欠 席 者 なし 

開 催 形 態 公開（傍聴者なし） 

議 事 １ 起草委員会委員長の選任 

２ 横浜市男女共同参画行動計画の位置づけについて 

３ 第５次横浜市男女共同参画行動計画策定の概要 

４ 第４次横浜市男女共同参画行動計画の振り返り 

５ 第５次横浜市男女共同参画行動計画の答申案について 

６ その他 

議 事 １ 起草委員会委員長の選任 

・江原委員が会長に選任された。 

 

２ 横浜市男女共同参画行動計画の位置づけについて 

３ 第５次行動計画策定の概要 

・事務局から横浜市男女共同参画行動計画の位置づけと第５次行動計画策定の 

概要について説明。 

・異議なし 

 

４ 第４次横浜市男女共同参画行動計画の振り返り 

・事務局から第４次横浜市男女共同参画行動計画の 30年度までの振り返りに 

ついて説明。 

・ほとんどの指標は改善傾向にあるが、達成しているものばかりではない。調査 

の仕方を変えたことから数字が変化した指標もある。 

・あるべき、達成すべき姿と５年間の目標設定とは切り分けて考えるべきである。 

 

５ 第５次横浜市男女共同参画行動計画の答申案について 

・第５次横浜市男女共同参画行動計画の答申案について説明 

【目指すべき都市像について】 

 ・「誰もが」「働く」としながら「活躍」に関して女性に限定するのは矛盾がある

のではないか。 

 ・「女性が」を入れた趣旨が現にある格差の解消ということであれば、「女性が」

とすると女性主体になりがちなので「とりわけ」「女性も」とするのはどうか。 

・大事なのは男性と女性、性的マイノリティの方とそれ以外の関係性。つながり

という言葉はとてもいいと思う。 



・ＳＤＧｓの概念は、誰一人取り残さないという「包摂性」だけでなく、「普遍

性」や「統合性」など他の要素もある。なぜここだけ強調するのか。 

（事務局）「誰一人取り残さない」という文言はＳＤＧｓの象徴であり基本理念

であると理解している。横浜市中期４か年計画でも、あらゆる施策においてＳＤ

Ｇｓの理念を大事にして取り組むことを位置付けている。 

・現行計画の「成長」という言葉を削除してしまうと経済的な観点が薄くなって

しまうのではないかという懸念がある。 

・男性・女性といった言葉を使わずに表現できないか。性別に関わりなく、とい

う言葉はわかりやすい。 

・男性の家事育児参画や「性別にかかわらず」活躍を推進するなどの施策が伝わ

るような都市像になればよい。 

・第５次計画の重点取組や新たな視点が表せるとよい。 

 

【行動計画体系について】 

・女性活躍とワーク・ライフ・バランスは、特に中小企業にアプローチができる

とよい。 

・ＤＶ以外の性暴力に関して犯罪被害者支援施策はあるか。リスク教育的な予防

の観点も重要。若くして望まぬ妊娠をしてしまうと人生への負の影響は大きい。

支援と教育両輪での施策はあるか。 

・国際都市・横浜として、「外国籍の女性への相談支援」は是非入れてほしい。 

・政策Ⅲに関連して、家事育児参画は男性が豊かな生活や人生を享受するために

大事なこと。女性活躍にも資するが、男性のための施策でもある。 

・意識や偏見の解消を施策として具体的な取組はどのようにしていくのか。 

・地域活動について、「男性・シニアの活躍推進」とあるが、地域ではシニアは既

に活躍しており、より若い人に入ってほしいという思いがある。 

・地域活動ではトップは男性、主な担い手は女性となりがち。その解消が必要。 

・地域防災に関しては、防災計画等に女性の視点を反映することと併せて、より

多くの女性が活動に参画することが重要。 

・理工系女子育成に関連して、理工系に限定しなくても、「女性が少ない分野で」

等の書きぶりでよいのではないか。そこに横浜らしい教育といった視点を入れ込

めたらよいと思う。 

・取り組むべき政策の中で「介護」に関する記述がほしい。 

 

特 記 事 項  次回は、２月 14日（金）に開催予定。開催場所は、後日お知らせします。 

 


